
         平成 30 年 10 月号 

園 長    市 川 温 予  

 

 猛烈な風雨を伴って列島を駆け抜けた台風 21 号、24 号。いろんな地域に甚大な被害、とんでも

ない風雨災害でした。突発的な地震だけに限らず豪雨災害にも想定外と言えるほどの事態が起こり

うることを頭にいれておかないといけないと今回つくづく感じました。保育園の周りは土砂崩れや

川の氾濫などがないので本当にありがたいと思います。 

 これからさわやかな秋風が心地よい活動的な季節になるので戸外でうんと身体を動かし、遊ぶこ

とが楽しい、面白いというスイッチが入るような環境を提供していきたいと思います。 

 

ライオン組お泊り保育 

 9 月 14 日、15 日と鈴鹿市青少年センターでライオン組が一泊のお泊り保育を経験しました。初

めてお家の方と離れる子もいましたが、お友だちや先生達と一緒に

協力しあって、一人ひとりが役割を果たすことが出来ていました。

夜のお散歩、朝のお散歩は少し雨が降ったりやんだりしましたが、

それもまた子ども達にとっては環境のひとつでまるごと受け止め楽

しんでいました。夕食、朝食、お風呂、夜のお散歩と子ども達にと

っては楽しいことばかりです。普段の生活とは違う中で、一人ひと

りが自分のことは自分でまた、グループの中での役割をきちんと責任をもってやっている姿をみて

いると「成長したなあ。さすが、年長さん。」と感心しました。また、レストランでの食事は夕食、

朝食ともバイキングで自分で食べられる量を自分でお皿に盛りつけるので残す子は誰もいません。

毎年感じることですが、毎日の給食で自分で食べられる量を選んでいるので、その成果なのだと思

います。これも自己決定の場です。自分で選んだものは最後までき

ちんと食べる責任があります。このように毎日給食の時に自分の食

べられる量を選ぶということを繰り返しているので、自然に身につ

いているのでしょうね。とても良いことだと思います。 

 お泊り保育はお家の方と離れて、友だちと協力して生活すること、

自分のことは自分ですることなどの目的があります。保育園とは全

く違う環境でのルールがある中でみんなと楽しく、気持ちよく生活す

るということを実体験できたことでまた一人ひとりが成長できたのではないかと感じました。今回

のお泊り保育を通して、確実にいろんな力（優しい心、我慢する心）が育っているんだと嬉しく思

いました。これからまたいろんな経験をしてさらに心も体も強くなってほしいと思います。 

  

10 月 6 日(土)は、ミニ運動会です。おじいちゃん、おばあちゃんと一緒に楽しく元気に過ごせたら

いいなあと思います。ご協力よろしくお願いいたします。 

元気っ子 Ｎｏ254 ながさわ保育園 

 

 


